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１．はじめに 

 令和 6（2024）年能登半島地震および奥能登豪雨により，能登半島において多数の山地災害が発生した。調

査対象は，石川県輪島市大沢地区で，加速度 750gal 以上の地震動と，総雨量 280～600mm（時間雨量 30～100mm）

の豪雨を受けた可能性のある斜面である。この斜面には，2012（平成 24）年に崩壊予防対策として地山補強土

工（ワイヤー，支圧板，鉄筋挿入工の併用）が施工されて

いた（図 2 参照）。本報告では，一連の災害後に行った現地

踏査および点検結果に加え，地震・豪雨時の設計照査に基

づく健全性について診断した結果について述べる。 

２．調査地の概要 

 調査地は図 1 に示すように北向きの斜面に位置し，斜面

下部は急峻な地形を呈する一方，中腹部は比較的緩傾斜で

あり，内部には小規模な谷が形成されている。これらの地

形的特徴から，調査地は地すべり地形の末端部に該当する

と判断される。地すべり地形分布図 1）にも判読されている。

斜面直下には静浦神社および人家が隣接している。地質

は，シームレス地質図 2）によれば，新生代古第三紀漸新世

（チャッティアン期）から新第三紀中新世（アキタニアン

期）の堆積岩類で構成されている。具体的には非海成層の

砂岩，砂岩泥岩互層，あるいは砂岩・泥岩が分布している

とされる。 

 調査地の斜面では斜面対策が実施されており，神社背後

の急傾斜地には吹付工，その上部の自然斜面には地山補強

土工および一部で法枠アンカー工が施工されている。この

うち地山補強土工については，鉄筋挿入工（2m 千鳥配置，

D19，L=2.5m，削孔径 90mm），支圧板（φ300），ワイヤー（φ8），

メッシュ（間隔 0.5m）を組み合わせた構造となっている。 

令和 6（2024）年能登半島地震における地震動について

検討したところ，防災科学技術研究所の加速度分布図 3）か

らは，当該地に加速度 750gal 以上の地震動が作用したこ

とが推定された。近傍の地震観測記録 3）（輪島市門前町走

出）においても三成分合成加速度 786.7gal を記録してい

る。このことから調査地では，750gal 以上の地震動が作用

している可能性が高いと言える。 

 気象庁 4）の奥能登豪雨におけるアメダス積算降水量分布

図や降雨時系列図によると，調査地が輪島市と門前町の中

間に位置することから，総雨量 280～600mm，時間雨量 30～

100mm の極めて激しい降雨に見舞われた可能性が高い。 

 これら一連の災害後の状況について，国土地理院が公開

した崩壊地分布図 5）（能登半島地震後および奥能登豪雨後）

を参照した結果，調査地周辺の海岸線や谷沿いでは多数の

崩壊が発生していることが確認された。しかしながら，本

調査地内においては，いずれの災害後においても崩壊の判

読はなされていない。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 地形図（地すべり地形分布、地震後、

豪雨後の崩壊地（赤ハッチング箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 施工時の状況（2012 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 現地状況（2024 年 11 月 15 日） 

調査地 

令和8年度砂防学会研究発表会概要集P-146



３．現地点検 

 地震発生後の 2024 年 9 月 10 日に，現地の状況を確認した。斜面下部からの目視点検の結果，斜面内に新た

な裸地や顕著な土砂流出は認められず，地震動による大規模な変状は発生していないことを確認した。さらに，

奥能登豪雨後の 2025 年 11 月 15 日に詳細な現地点検を実施した（図 3 参照）。本点検では目視による変状確認

に加え，ボルト頭部間隔の計測を行い，斜面変形に伴う異常の有無を調査した。調査地における鉄筋挿入工の

配置は，既存樹木や浮石・転石といった障害物を回避し，現地の地形に追従させるための「非定型配置」が採

用されていた。このため，標準的な 4m 間隔での定点計測は困難であったが，目視点検においてネットの破断

や緩みは一切確認されず，部材が健全に機能している状態であることを確認した。 

４．検証 

既往の図面資料に基づき，地震動および豪雨に対する当該斜面の安定性照査を実施した。検証にあたっては，

ロープネット・ロックボルト併用工法設計・施工指針（案）6)（以降、指針と呼ぶ）に準拠した。解析に用い

る地形形状，表層土層の分布，および対策工の配置については，既往資料の図面をトレースすることで再現し

た（図 4 参照）。表層土の地盤物性値については，現地の状況から細粒分を含む砂質土と評価し，指針に示さ

れる Nd 値 5〜10 程度を想定して検討を行った。なお，基盤岩については周辺に露岩が確認されることから，

崩壊は発生しないものと仮定した。また，表土層の粘着力については，設計時の地形および土層条件において

目立った変状が確認されていなかったことから，現状の安全率（対策していない状態）を Fs=1.0 と仮定し，

逆算により算出した値を用いた。地震時照査における外力条件は，前述の観測記録に基づき，最大加速度 786.7 

gal を採用した。これを指針に従い，水平震度 kh（kh=αmax×0.65/G）に換算した結果、kh=0.511 とした。図

5 に，地震時におけるすべりひずみおよびせん断ひずみの算出結果を示す。解析の結果，最大水平震度 0.511 

が作用した場合においても，すべりひずみおよびせん断

ひずみ共に許容値（それぞれ 10%，5%）を下回っており，

局所的な破壊に至るひずみレベルではないことが確認

された。表土層厚を考慮した変形量（層厚×ひずみ）は

最大で 30mm 程度と推定されるが，致命的な崩壊に至る

変形が生じることはなく，健全な状態を維持していると

判断される。さらに，豪雨時の安定性検討として，地下

水位が地表面まで上昇した飽和状態を仮定して安全率

を算出した。その結果，安全率は 1.0 以上を確保してい

ることが確認できた。以上の結果，現地で目立った土砂

移動がなかったことととも整合的であった。 

５.おわりに 

調査地は，大規模な地震ならびに豪雨を受けた可能性

のある箇所であったが，対策工によって崩壊することな

く安定を保っていた。周辺の斜面のすべてが崩壊してい

るわけではないため，地震の応答特性の違いや豪雨によ

る雨水の集中度合などの違いがあった可能性はあるも

のの，地山補強土工が今回の地震および豪雨に対して高

い崩壊抑止効果・防災機能を有していたと考えられた。 
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図 4 検証断面ならびに物性値等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 水平震度とすべりひずみ・せん断ひずみ 
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